


材料の熱特性評価や熱設計などに必要な熱物性値には、熱拡散率や比熱

や熱伝導率などがあります。 これらの熱物性値を精度よく測定するため

に、有効な一つの方法として、レーザフラッシュ法があります。 

レーザフラッシュ法により熱拡散率と比熱を同時に測定する技術は、フラッ

シュ法が創始された1961年以来試みられてきましたが、種々の装置を設

備しなければならないこと、同一条件での測定が困難であること、測定に時

間が掛かることなどがあって、世界的に普及するまでには至りませんでした。 

このたび開発したレーザフラッシュ法の装置は、熱拡散率と比熱を同時に

非常に精度よく測定することを目的に、独立行政法人･産業技術総合研究所･

計測標準研究部門の技術指導を受けて設計製作したものです。 

この目的に対して、レーザフラッシュ法の原理に起因する誤差を軽減するために、  

1 光ファイバーによるレーザビームのエネルギーを均一化する。  

2 温度目盛を備えた高速度赤外放射温度計によって、試料裏面の温度変化を測定する。

3 カーブフィッティング法を用いて熱拡散率を算出する。 

4 レーザフラッシュ示差熱量法を用いて比熱を測定する。  

などの各要素技術が開発されました。 

LFA-502レーザフラッシュ法熱物性測定装置は、これら全ての技術を基

に熱拡散率と比熱を同時に測定し、さらに熱伝導率を算出することにより、

一台の装置で３つの熱物性値の測定が可能です。 

JIS R1611-1997「ファインセラミックのレーザフラッシュ法による、熱拡散率・

比熱容量・熱伝導率試験方法」の熱拡散率試験方法、JIS H7801-2005「金属

のレーザフラッシュ法による熱拡散率測定方法」に準拠した装置です。熱伝導率の

値は、比熱をレーザフラッシュ示差熱量法により測定して、計算により求めます。 

●高熱伝導率セラミックスの開発・性能評価・品質管理等における熱物性値の測定。 
●金属・セラミックス・半導体・炭素系素材等の熱拡散率や熱伝導率の高精度測定。 

標準試料としては、（財）ファインセラミックスセンター

が標準試料として領布しているTD-AL多結晶アルミナ、

及び産業技術総合研究所が標準物質候補として評価中の

GC・1Cグラッシーカーボンなどがあります。本装置の性能

は、これらの標準試料を用いて評価試験を行っています。 

■ 概要  

■ 用途  

1.産業技術総合研究所の標準熱拡散率測定装置と同等の基本性能が確認されています。*1 

2.産業技術総合研究所において開発された種々の要素技術*2を実現し、信頼性が向上しました。 

3.パルス加熱用レーザビームのエネルギー分布を均一化し*3、精度が向上しました。    

均一化の状態はコンピュータ画像で確認出来るため、調整が容易です。 

4.非線形的に変化する（プランクの放射則）放射輝度を温度変化に変換することを

実現し*4、その結果として低温度域（室温～200℃）の温度精度0.5K以上が実

現されています。 

5.データ解析には、カーブフィッティング法が採用されています*5。このことにより

熱損失補正等の高度な解析が可能となりました。 

6.参照物質と試料を同時に均一照射加熱することにより、熱拡散率と比熱を同時に

測定することが可能になりました*6。 
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■ 特徴  

■ 性能  レーザフラッシュ法による熱拡散率測定 

レーザフラッシュ示差熱量法（*1）による比熱測定 

セラミックス，  金属 

φ10，　φ5，　厚さ ： 3mm～1mm（試料によって異なる） 

熱拡散率，  比熱，  熱伝導率（計算による） 

熱拡散率 ： 0.5～120mm2 / s 

比　　熱 ： 0.1～2kJ / kgK 

熱伝導率 ： α，  Cp，  ρより算出 

熱拡散率 ： CV値で2％以内 

比　　熱 ： CV値で3％以内 

熱伝導率 ： CV値で5％以内 

熱拡散率 ： ±5％以内 

　（但し付属の試料を室温～700℃の範囲内で測定した場合） 

比　　熱 ： ±5％以内 

　（但し付属の試料を室温～700℃の範囲内で測定した場合） 

熱伝導率 ： - - -  

室温～1500℃ 

C/Cコンポジット 

0.1Pa以下 

70kHz（-3dB），  遅延時間 ： 3.5μs /パルス 

InSb 

Nd-YAG1.06νm 

3J/300μs，  5J / 500νs 

モードミキサ（*2） 

カーブフィッティング（CFP32 for Windows） （*3） 

1250（W）×710（D）×2060（H）mm 

約300kg 

φ1/AC200V / 4kW，  φ1/AC100V /1kW 

冷却水 ： 3L / min以上 

測定方式 

 

測定対象 

試料サイズ 

測定項目 

測定範囲 

 

 

測定精度 

（繰返し精度） 

 

測定精度 

（正確さ） 

 

 

 

測定温度範囲 

ヒータ 

到達真空度 

放射計の応答性 

放射計の受光素子 

パルスレーザ 

レーザの出力/幅 

レーザビームの均一化 

データ解析ソフト 

外形寸法 

重　量 

ユーティリティ 

項　　目 仕　　様 

ユーティリティ ： φ1/AC100V / 250W 

循環水流量 ： 3L / min　（標準配管長） 

貯水タンク容量 ： 30L 

外形寸法 ： 570（W）×450（D）×1140（H）mm 

重　　量 ： 約40kg　（冷却水を除く） 

CCD ： モノクロ 

画像ソフトウェア ： CCD Menu 

電源 ： ACアダプタ　（各1） 

循環水冷却ユニット 

 

LFA-CWCU 

 

 

ビームプロファイルモニタ 

LFA-BPM

名　　称 仕　　様 

（*1）（*2）は独立行政法人 産業技術総合研究所 計測標準研究部門の特許です。 
（*3）は独立行政法人 産業技術総合研究所 計測標準研究部門で開発されたものです。 

レーザ 
　冷却水 
　　流量計 

V1

流量調整バルブ 

レーザヘッド 

レーザモニタ 

モードミキサ 

CCDカメラ 

光ファイバー 

モニタ 

ハーフミラー 

冷却水 

フィルタ ラジエータ 

リザーバタンク 

P

V6

高温炉リークバルブ 

試料温度センサ 

放射温度計 

CaF2窓 

プリアンプ 光学絞り 

試料 

ヒータ温度センサ 

循環水温度センサ 

ビームプロファイルモニタ 

（オプション） 

断水検知機 

石英窓 

真空高温炉 

V4N2導入バルブ 

N2流量計 

N2導入口 

差動アンプ 解析用コンピュータ 

ミラー 

V5

調整バルブ 

V2

メイン真空バルブ 

ピラニ真空計 
真空排気装置 

V3

放射温度計 
真空バルブ 

高温炉冷却水 
流量計 

P

P

リザーバタンク 

冷却水 

ファン 

ラジエータ 

呼び水用 
バルブ 

V3

装置本体 

循環水冷却ユニット 
（オプション） 

■ 装置構成図  

■ 基本仕様  

■ オプション仕様  


